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12
月
定
例
県
議
会
が
11
月
28
日

か
ら
12
月
13
日
ま
で
開
か
れ
、
斉
藤

県
議
が
任
期
中
最
後
の
一
般
質
問
に

立
ち
、
達
増
県
政
の
実
績
を
検
証
し
つ

つ
、
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
切
実

な
課
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

 
東
日
本
大
震
災
津
波
被
災
者
の
医

療
費
や
介
護
利
用
料
等
の
免
除
を
８

年
連
続
で
実
施(
19
年
も
継
続)

し
、

被
災
者
の
命
と
健
康
を
守
っ
て
き
た

の
は
復
興
の
最
大
の
成
果
だ
と
評
価
。

達
増
知
事
は
「
県
の
補
助
総
額
21
億

円
余
に
対
し
、
医
療
費
免
除
と
介
護
利

用
料
等
の
免
除
総
額
は
約
１
９
４
億

円
、
延
べ
22
万
人
が
対
象
と
な
っ
た
」

と
答
え
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
直
後
か

ら
、
県
が
共
同
利
用
漁
船
の
確
保
や
養

殖
施
設
整
備
の
補
助
な
ど
に
先
駆
的

に 

人
世
帯
で
年
収
４
百
万
円(

40
歳
未

満
、
就
労
１
人
、
子
ど
も
２
人)

の
場

合
、
協
会
け
ん
ぽ
は
20
万
７
３
６
円

に
対
し
、
国
保
税
は
約
40
万
円
と
２

倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
知
事
会
な

ど
は
「
加
入
者
の
所
得
が
低
い
国
保
は

他
の
医
療
保
険
よ
り
国
保
税
が
高
く
、

負
担
が
限
界
と
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘

し
て
お
り
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
の
構
造

的
問
題
の
打
開
に
は
１
兆
円
規
模
の

国
の
公
費
投
入
が
必
要
だ
と
主
張
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
滞
納
者
に
対
す
る 

１２月県議会で任期中最後の一般質問に立つ斉藤県議（１２月６日） 

に
取
り
組
み
、
そ
の
後
に
国
の
制
度
に

な
っ
た
事
業
や
県
独
自
に
進
め
た
事

業 

ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
中
止
と
抜
本
的
な
見

直
し
を
求
め
ま
し
た
。 

県
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
で
は
、

辺
野
古
へ
の
土
砂
投
入
が
強
行
さ
れ
る

中
、「
米
軍
基
地
負
担
の
軽
減
と
日
米
地

位
協
定
の
見
直
し
を
求
め
る
」
請
願
と

意
見
書
を
賛
成
多
数
で
採
択
し
ま
し
た

(

自
民
党
、
創
成
い
わ
て
の
１
人
、
無
所

属
の
１
人
が
反
対)

。「
引
き
こ
も
り
対

策
の
充
実
を
求
め
る
請
願
」
と
、
２
つ

の
「
私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
」
請

願
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

で
あ
り
、
国
内
外
に
発
信
で
き
る
施
設

と
し
て
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
て

ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

阿
部
勝
建
設
部
長
は
、
今
泉
地
区
の

土
地
区
画
整
理
事
業
が
２
０
２
２
年

度
ま
で
か
か
り
、
住
宅
再
建
は
そ
の
後

に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
通
り

国
・
県
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
と
要
望
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

県
内
最
大
の
県
営
栃
ヶ
沢
災
害
公

営
住
宅
の
紺
野
和
人
自
治
会
長
は
、

「
日
本
一
の
自
治
会
を
め
ざ
す
」「
一

人
も
孤
独
死
を
出
さ
な
い
取
り
組
み

を
進
め
た
い
」
と
強
調
。
棟
ご
と
の
班

長
は
毎
月
交
代
で
町
内
会
費
や
共
益

費
を
集
め
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
住
民
同

士
が
顔
を
合
わ
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
確
立
の
力
に
な
っ
て
い
る
と
話

し
ま
し
た
。 

戸羽陸前高田市長と懇談する県議団(１１月２６日) 

 

11
月
26
日
、
県
議
団
で
陸
前
高
田

市
の
復
興
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。 

 

戸
羽
太
市
長
と
の
懇
談
で
は
、
県
に

対
す
る
予
算
要
望
の
説
明
を
受
け
、
高

田
松
原
復
興
祈
念
公
園
に
つ
い
て
「
被

災
３
県
で
３
ヶ
所
の
国
立
祈
念
公
園

で 

 

業
も
あ
る
と
強
調
し
ま

し
た
。 

 

当
面
の
課
題
と
し

て
、
災
害
公
営
住
宅
の

孤
独
死
が
今
年

15
人

に
及
び(

累
計
で

33

人)

、
孤
独
死
を
出
さ
な

い
特
別
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
高
齢
者
等
の

見
守
り
と
と
も
に
、
入

居
者
名
簿
の
提
供
に
つ

い
て
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

高
す
ぎ
る
国
保
税
の

現
状
に
つ
い
て
、
盛
岡

市
の
国
保
税
額
は
、
４

人 

○被災者の医療費･介護利用料等の免除を国の支援打ち切り
後も継続（補助総額２１億円、対象者は延べ２２万人） 

○住宅再建へ１００万円、補修・宅地改修への独自補助 
○被災地福祉灯油を８年連続実施 
○国に先がけ共同利用漁船や養殖施設整備に３３４億円 
○いわて学びの希望基金による被災児童生徒に対する奨学金
等の支援 

○被災者の内陸宿泊施設への短期移動に対する支援 
○中小企業の被災資産復旧費補助、二重債務買取り等の支援 
○三陸鉄道の早期復旧 
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【
11
月
】 

1
日 

畜
産
議
員
連
盟
現
地
調
査
（岩
手
牧
場
、
雫
石
バ

イ
オ
マ
ス
パ
ワ
ー
） 

2
日 

復
興
特
別
委
員
会
県
内
調
査
（災
害
公
営
住
宅

自
治
会
役
員
と
の
意
見
交
換
、
釜
石
・大
槌
シ

イ
タ
ケ
農
家
と
の
意
見
交
換
）、
気
仙
同
郷
会 

6
日 

野
党
共
闘
の
本
格
的
協
議
を
求
め
る
４
野
党
本

部
へ
の
要
請
行
動 

7
日 

県
戦
没
者
追
悼
式
、
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協

会
創
立
30
周
年
記
念
式
典
・祝
賀
会 

8
日 

岩
手
大
学
麦
倉
教
授
か
ら
大
槌
町
仮
設
住
宅
入

居
者
調
査
の
内
容
を
聞
く 

10
日 

こ
ぶ
し
の
会
芋
の
子
会
、
盛
岡
ご
み
問
題
学
習

会 

11
～
12
日 

災
害
対
策
全
国
交
流
集
会
（大
槌
町
花

ホ
テ
ル
は
ま
ぎ
く
） 

12
日 

盛
岡
地
域
県
立
病
院
運
営
協
議
会 

14
日 

岩
手
県
母
親
大
会
県
交
渉 

16
日 

農
民
大
学
講
演
と
シ
ン
ポ
（卸
売
市
場
問
題
） 

17
日 

松
園
議
会
報
告
会
、
都
南
議
会
報
告
・芋
の
子
会 

18
日 

盛
岡
山
車
推
進
会
60
周
年
記
念
式
典
・祝
賀
会 

19
日 

議
運
、
議
案
説
明
会
、
野
党
共
闘
調
整
会
議
、
商

工
団
体
と
の
意
見
交
換
会 

20
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会 

22
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

23
日 

大
槌
町
被
災
者
と
懇
談
、
釜
石
平
田
災
害
公
営

住
宅
自
治
会
役
員
と
懇
談 

24
日 

厨
川
地
区
議
会
報
告
会 

25
日 

「岩
手
を
守
り
、
日
本
を
変
え
る
」地
方
議
員
フ

ォ
ー
ラ
ム 

26
日 

陸
前
高
田
調
査
（戸
羽
市
長
、
栃
ヶ
沢
災
害
公
営

住
宅
自
治
会
役
員
と
懇
談
） 

27
日 

議
運
、
防
災
士
講
座
救
命
救
急
講
習 

28
日 

議
運
、
12
月
県
議
会
開
会
、
森
林
林
業
政
策
研

究
会
関
係
団
体
と
懇
談 

29
日 

政
策
地
域
部
長
か
ら
次
期
総
合
計
画
案
の
説
明

を
受
け
提
言
行
う
、
旧
盛
短
跡
地
利
活
用
期
成

同
盟
会
が
県
総
務
部
長
に
要
請 

30
日 

前
進
座
公
演
「ち
ひ
ろ
」鑑
賞 

【
12
月
】 

1
日 

荻
原
ひ
ろ
子
さ
ん
講
演
会
、
城
東
地
区
９
条
の

会
、
く
ず
ま
き
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
、
八
日
町

振
興
会 

4
～
6
日 

本
会
議
・一
般
質
問 

7
日 

商
工
文
教
委
員
会 

8
日 

第
63
回
働
く
女
性
の
岩
手
県
集
会 

9
日 

岩
手
県
建
設
労
働
組
合
連
合
会
定
期
大
会
、
盛

岡
ス
ポ
ー
ツ
人
の
会 

10
日 

４
野
党
合
同
街
頭
演
説
、
商
工
文
教
委
員
会 

11
日 

復
興
特
別
委
員
会 

12
日 

次
期
総
合
計
画
特
別
委
員
会 

13
日 

最
終
本
会
議 

15
日 

ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
を
進
め
る
岩
手
の
会
２
周
年

記
念
集
会 

16
日 

日
本
共
産
党
演
説
会 

17
日 

い
わ
て
復
興
塾
、
日
本
共
産
党
の
教
育
提
言
に

関
し
県
教
育
次
長
、
岩
教
組
書
記
長
、
高
教
組

書
記
長
と
懇
談 

19
日 

三
陸
防
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会 

20
日 

商
工
文
教
委
員
会
調
査
（ト
ヨ
タ
東
日
本
岩
手

工
場
、
千
厩
地
区
町
お
こ
し
） 

21
日 

野
党
共
闘
調
整
会
議 

22
日 

教
員
の
働
き
方
改
革
・日
本
共
産
党
の
提
言
を

聞
く
会 

25
日 

野
党
共
闘
調
整
会
議 

28
日 

達
増
知
事
に
２
０
１
９
年
度
岩
手
県
予
算
に
関

す
る
要
望 

「
幸
福
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
す
る
県
の

次
期
総
合
計
画(

２

０
１
９
～
２
０
２
８

年
度)

に
つ
い
て
、

「
格
差
と
貧
困
」
の

拡
大
の
も
と
で
、
幸

福
か
ら
一
番
遠
ざ
け

ら
れ
て
い
る
県
民
に

光
を
当
て
る
こ
と
が

重
要
な
課
題
だ
と
提

起
。 

就
労
時
間
も
不
規
則

で
、
子
ど
も
と
過
ご

す
時
間
が
制
約
さ
れ

て
い
る
状
況
に
あ

る
」
と
答
弁
。
貧
困

の
打
開
を
主
要
な
指

標
に
据
え
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。 

 

教
育
の
課
題
で

は
、
主
要
な
指
標
と

し
て
「
学
力
が
全
国

平
均
以
上
の
生
徒
の

割
合
」
と
さ
れ
て
い

る 

 

光
を
当
て
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
だ

と
提
起
。
貧
困
と
格
差
の
拡
大
の
実
態

に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
達
増
知
事

は
、「
平
成
29
年
度
の
就
業
構
造
基
本

調
査
で
は
、
年
収
１
９
９
万
円
以
下
の

正
規
職
員
が
15･

８
％
、
パ
ー
ト
で
は

92･

６
％
と
な
っ
て
い
る
」
と
答
え
、

八
重
樫
保
健
福
祉
部
長
は
、
ひ
と
り
親

世
帯
の
特
徴
と
し
て
「
非
正
規
が
多
く 

 

る
問
題
に
つ
い
て
、
学
力
テ
ス
ト
の

実
施
要
領
や
国
連
子
ど
も
の
権
利
委

員
会
の
３
度
に
わ
た
る
勧
告
か
ら
見

て
も
、
県
の
指
標
と
し
て
学
力
テ
ス

ト
競
争
を
あ
お
る
よ
う
な
こ
と
は
絶

対
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
指
摘
し
見

直
し
を
求
め
ま
し
た
。 

言
・
叱
責
が
、
日
体
協
等
の
宣
言
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
、
言
葉
や
態
度
に
よ
る

人
格
の
否
定
、
脅
迫
・
威
圧
に
あ
た
る

「
暴
力
行
為
」
で
は
な
い
か
と
質
し
ま

し
た
が
、
高
橋
教
育
長
は
「
顧
問
の
発

言
が
共
同
宣
言
の
内
容
に
抵
触
す
る

行
為
で
あ
る
か
ど
う
か
は
第
三
者
委

員
会
で
調
査
す
る
予
定
」
と
述
べ
回
答

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
達
増
知
事
は
「
一

般
論
と
し
て
、
そ
の
言
葉
の
発
し
方
や

状
況
等
に
お
い
て
は
、
暴
力
行
為
に
当

た
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

学
校
教
育
と
部
活
動
か
ら
い
っ
さ
い

の
暴
力
行
為
を
根
絶
す
る
取
り
組
み

の 
今野教育次長に共産党が発表した「教職員の働
き方に関する提言」を届けて懇談（１２月１７日） 

 

県
央
部
県
立
高
校
バ
レ
ー
部
員
の

自
殺
事
案
に
つ
い
て
、
顧
問
教
師
の
暴

言 

商工文教委員会で質疑に立つ斉藤県議（１２月７日） 

 

11
月
14
日
、
岩
手
県
母
親
大
会
連 

千葉副知事に要請する母親大会実行委
員会のみなさん（１１月１４日） 

・１月 ９日（水）午後６時～８時 
・２月１３日（水）午後６時～８時 
予約電話番号：６５１－５８８１ 

絡
会
の
皆
さ
ん
と
対
県
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。千
葉
茂
樹
副
知
事
へ
の
要
請

で
は
、①
高
校
の
運
動
部
に
お
け
る
自

殺
事
件
へ
の
遺
族
に
寄
り
添
っ
た
対

応
と
体
罰
な
ど
暴
力
行
為
の
根
絶
②

児
童
虐
待
の
急
増
に
対
す
る
児
童
福

祉
司
の
増
員
と
市
町
村
の
体
制
強
化

へ
の
援
助
を
求
め
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
47
の
要
請
項
目
に
つ
い

て
各
部
局
と
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。 

直
し
を
求
め
ま
し
た
。
達
増
知
事
は

「
『
学
び
や
人
づ
く
り
に
よ
っ
て
将

来
に
向
か
っ
て
可
能
性
を
伸
ば
し
、

自
分
の
夢
を
実
現
で
き
る
岩
手
の
実

現
』
と
い
う
教
育
の
政
策
分
野
に
逆

行
す
る
よ
う
な
指
標
の
設
定
は
好
ま

し
く
な
い
と
考
え
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。
斉
藤
県
議
は
「
授
業
内
容
が

わ
か
る
」
と
い
う
指
標
こ
そ
活
用
す

べ
き
と
提
起
し
ま
し
た
。 

の
強
化
と
、
中
学
校
で
は
97･

５
％

が
全
員
加
入
制
と
な
っ
て
い
る
部
活

動
の
改
善
を
提
起
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
が
発
表
し
た
提
言

「
教
職
員
を
増
や
し
、
異
常
な
長
時

間
労
働
の
是
正
を
」
を
届
け
各
界
と

懇
談
。
提
言
で
は
①
教
員
の
授
業
時

間
数
の
上
限
を
決
め
、
小
中
学
校
の

教
員
数
を
10
年
間
で
９
万
人
増
や

す
②
国
や
自
治
体
が
学
校
に
負
担
を

与
え
て
い
る
施
策
の
削
減
③
給
特
法

を
見
直
し
教
員
に
残
業
代
を
支
払
う

④
非
正
規
教
職
員
を
正
規
化
す
る
―

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
岩
手
県
で

は
、
８
月
か
ら
タ
イ
ム
カ
ー
ド
が
導

入
さ
れ
、
県
立
学
校
で
残
業
が
月
80

時
間
を
超
え
た
教
員
は
、
延
べ
４
０

０
人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。 

１２月１６日、小池晃書記局長を迎えた日本共産党
演説会に県内各地から１３５０人が参加しました。 
 

１２月１０日、臨時国会の論戦･たたかいに呼応し、
県内４野党による合同街頭演説を行いました。 
 

消費税8％増税で1世帯当たり25万円の消費支
出が減少し、経済が低迷している中で10％増税は
許されないと知事の認識を質しました。達増知事は
「消費税率引き上げは、経済的に弱い立場にある
方々や多数の中小企業に負担を強いることとなる」
「東日本大震災津波や台風10号災害被災地への影
響も大きく、被災者の暮らしの再建や生業の再生の
妨げとなることが懸念される」と答えました。 


